
 

 

 

 

 

 

 

 

みんなが過ごしやすい学校に、そして社会に 
校長 家德 丈夫 

１０月になり、中庭の池の横には彼岸花、昇降口前の校歌の石碑の横には大きなススキの穂が見られるよう
になり、季節が秋らしくなってきていることを実感しています。令和５年度も折り返しとなり、後半がスター
トしました。生徒会活動では、立会演説会・選挙を経て、第５４代の新役員による活動が始まりました。朝の
あいさつ運動をはじめ、落ち葉を自主的にきれいにしている姿に、これからの活動の意欲を感じます。新人体
育大会では、７つの競技で県大会出場を決めることができました。また、県大会に惜しくも進めなかった部も
よく健闘し、これまでの練習の成果を発揮する姿が数多く見られました。とてもうれしく感じています。 

 さて、今学期の初めに「時を守り 場を清め 礼を正す」ということを例に、「基本的なことを習慣に」とい
う話をしました。１か月以上経ちましたが、生徒の皆さんの行動はどうですか。特に、「習慣」にするというこ
とは、意識をせずとも行動できるまでに身に付けることですので、時間をかけて、「習慣」になるまで取り組む
ことを期待しています。このことは、本校の皆さんが充実した学校生活を送れるようにすることでもあります
が、将来、大人になり、社会の形成者としてお互いに生活しやすい社会をつくれるかに関わってきます。以下
紹介する「コラム」から一部を紹介しますので、よく読んで学校生活に置き換えて、今の自分を振り返ってみ

てください。日本の次代を担う皆さんに大いに期待しています。 
＜コラム＞ 日本から学ぶ１０のこと  元世界銀行副総裁 西水美恵子さんの毎日新聞への寄稿（平成２５年２月１０日）より 

平成２３年３月１１日午後２時４６分。日本を襲った巨大地震は、東北地方から関東地方にかけての太平洋沿岸を中心に、甚

大な被害をもたらした。世界銀行副総裁だった西水美恵子さんは、その時、カリブ海のバージン諸島にいた。午前２時前だった。

電話が鳴った。元部下の女性からだった。出張で東京に来ていて震災に遭ったという。震える涙声で、彼女は地震直後の日本の

様子を西水さんに伝えた。「ミエコの国の人たちはすばらしい…。強い余震が来る中で…、みんなまわりの人を思いやり…、助け

合っている…。」しばらくして、ワシントンに戻った元部下から西水さんのもとに１通のメールが転送されてきた。「これが世界

銀行やＩＭＦ（国際通貨基金）はもとより世界中を駆け回っている。」というメッセージとともに送られてきたメールには、次の

ように書かれていたという。 

10 things to learn from Japan（日本から学ぶ 10 のこと） 

１ The Calm（平静）   Not a single visual of chest-beating or wild grief. Sorrow itself has been elevated. 

             悲痛に胸を打つ姿や、悲嘆に取り乱す姿など見当たらない。悲しみそのものが気高い。 

２ The Dignity（威厳）  Disciplined queues for water and groceries. Not a rough word or a crude gesture. 

             水や食料を得るためにあるのは、秩序正しい行列のみ。乱暴な言葉や、無作法な動作など、ひとつとしてない。  

３ The Ability（能力）   The incredible architects, for instance. Buildings swayed but didn’t fall. 

             例えば、驚くべき建築家たち。ビルは揺れたが、崩れなかった。 

４ The Grace（品格）   People bought only what they needed for the present, so everybody could get something. 

             人々は、皆が何かを買えるようにと、自分に必要な物だけを買った。 

５ The Order（秩序）   No looting in shops. No honking and no overtaking on the roads. Just understanding. 

             店舗では、略奪が起こらない。路上では、追い越し車も警笛を鳴らす車もない。思慮分別のみがある。  

６ The Sacrifice（犠牲） Fifty workers stayed back to pump sea water in the N-reactors. How will they ever be repaid? 

                      ５０人の作業員が、原子炉に海水をかけるためにとどまった。彼らに報いることなどできようか？ 

７ The Tenderness（優しさ） 

                      Restaurants cut prices. An unguarded ATM is left alone. The strong cared for the weak. 

                      レストランは、値を下げる。無警備のＡＴＭ（現金自動受払機）は、そのまま。強者は弱者を介助する。 

８ The Training（訓練） The old and the children, everyone knew exactly what to do. And they did just that. 

                      大人も子供も、全ての人が、何をすべきかを知っていた。そして、すべきことをした。 

９ The Media（報道）   They showed magnificent restraint in the bulletins. No silly reporters. Only calm reportage. 

                       崇高な節度を保つ速報。愚かな記者やキャスターなどいない。平静なルポのみがある。 

10 The Conscience（良心） 

When the power went off in a store, people put things back on the shelves and left quietly! 

                       停電になった時、レジに並んでいた人々は、品物を棚に戻して静かに店を出た。 

私たちは、私たち自身からも、たくさんのことを学べるのかもしれない。 
 
１０月の生活目標 

・自主的に学習に取り組み、学力を伸ばそう。 

・音楽会、文化発表会を成功させよう。 

重点目標 

・家庭学習を充実させよう。 

・音楽会の活動に積極的に参加しよう。 

 

 

☆★令和５年度★☆ 
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三者合同整備活動（８月３１日） 

 今年も、夏の間に大

きく伸びてしまった雑

草を中心に、校庭の環

境整備をしました。 

気温が高く、短時間

での活動でしたがゴミ

袋にして 100袋近くを

刈り取りました。 

保護者の皆様にもご

参加いただき、ありが

とうございました。 

※写真上から 

  ・刈り取り前 

  ・活動後 

  ・100袋の成果 

 

写生会（９月５日） 

 今年は天候が心配されま

したが、無事に写生会が実

施できました。暑さのた

め、現地での活動は午前の

みとし、午後はタブレット

で撮影した写真をもとに彩色をしました。 

本校では、１年生・マロニエ学級は校舎、

２年生はわんぱく村・氷川神社、３年生は西

口公園で写生を行いました。お弁当の準備等

で保護者の皆様にもご協力いただきました。

ありがとうございました。 

 

保健集会（９月１１日） 

 １０月から希望者を対象に、歯のフッ化物

洗口を行います。それに先立ちまして、歯科

医の先生をお招きし、生徒・保護者に向けて

講話を含む集会を行いました。 

 

生徒会立会演説会（９月１３日） 

 第５４期生徒会の選挙が

行われました。当日の投票

を桶川市から投票箱を借り

て行うなど、本物の選挙を

模して行いました。 

 １４日は新生徒会役員の任命式を行い、第

５３期会長からから新会長に校旗の受け渡し

が行われました。 

行事予定 

1 日 

予定を掲載 

2 月 

3 火 

4 水 

5 木 

6 金 

7 土 

8 日 

9 月 

10 火 

11 水 

12 木 

13 金 

14 土 

15 日 

16 月 

17 火 

18 水 

19 木 

20 金 

21 土 

22 日 

23 月 

24 火 

25 水 

26 木 

27 金 

28 土 

29 日 

30 月 

31 火 

1 水 

2 木 

3 金 

4 土 

5 日 

6 月 

7 火 

8 水 

9 木 

10 金 

 
 

写真を掲載 

写真を掲載 

写真を掲載 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
保護者の皆様へ  

28日（土）の文化発表会、校内音楽会を公開いたします。 
本年度は、保護者様の観覧につきまして制限を設けません。 
ただし、座席に限りがございますので、お子様の学年の発表のみご覧いただけます。 
また、座席が埋まってしまった場合、立ち見でのご観覧になることもございます。 
次の学年に兄弟、姉妹がいる場合も一度ご退席いただき、再度入場していただきます。 
ご了承ください。 

 

【お願い】 

校内音楽会の際、ビデオカメラ等での撮影をご遠慮いただきたく、お願いいたします。 

本年度から DVDの作成は、業者が行います。カメラが３台、録音機材も入る予定です。その関

係で、カメラ等の操作音が入らないようにするため、演奏中の撮影をご遠慮くださいますようお

願いいたします。なお、DVDの販売は後日お子様を通じて、ご連絡いたします。 

 

＊以下の大会等の結果を掲載 

【新人兼県民総合スポーツ大会】 

 

【第 11回科学の甲子園ジュニア埼玉県大会】 

 

【読書感想文コンクール】 

 

【桶川伊奈地区中学校英語弁論暗唱大会】 

  

【埼玉県産業教育振興会北足立支部北部班発明創意くふう展】 

  

当日の予定を掲載 

＜彩の国 教育の日＞ 

埼玉県では、教育に対する関心と理解を一層深める機会として、毎年 11月 1日を「彩

の国教育の日」、11月 1日から 7日までを「彩の国教育週間」としました。 

教育の日を含む、教育週間には、家庭、学校、地域社会の連携のもとに、教育に関する

様々な取組を推進しています。本校では、10 月 28 日に校内音楽会、11 月 1 日から三者

面談を通して保護者様に学校の様子をご覧いただきます。 

新人体育大会は新体制で初めての公式

戦でしたが、多くの部活動が好成績を残

せました。 

他にも、夏休み中の活動で表彰を受けた

生徒の皆さんが多くいました。 


